




































































会｣ と ｢卓越性｣ の確認を行う事。エンパワメントに
おける権限委譲を通じた成功体験を利用者及び職員に
経験させることで、自己効力感の獲得機会を設け、利
用者と職員のモチベーションを内発的に生起させる事、
等が示唆された。　　
　これらの研究結果をもとに、｢インターナルマーケ
ティングとエクスターナルマーケティングの統合｣ ｢コ
ーディネーションにおける労働分配率の適正化｣ ｢コー
ディネーションを基盤としたエンパワメントの実施｣
といった点に着目した、工賃向上のための新たなマー
ケティングフローを提示することが出来た。今後の課
題としては、実際にこれを福祉事業所にて運用し、効
果の検証をする事が挙げられる。
